
事業概要：
「古い地名調査事業」

地域に残る古い地名を地区公民館単位で組織した調査グループで調査し、まとめた資料を
使って歴史講座等の事業を展開し、地域の活性化を図る。

事業概要：
「伝統文化継承体験事業」

伝統文化・生活文化に関する体験活動を通じ、地域の伝統文化や生活文化を継承する事業
を行う。（文化庁：伝統文化親子教室事業において対応予定）

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

長野県・伊那市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本事業については、伊那市が計画の企画、調整及び補助事業の指導等を行う。
主な担当課: 教育委員会 生涯学習課
事業実施については、次の団体が主体となる。

「5 実施計画の概要」における（１）から（４）の事業
○伊那市文化遺産活用実行委員会

        ○伊那市
「5 実施計画の概要」における（５）（６）の事業

○伊那市

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

伊那市文化遺産活用活性化事業計画

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

第１次伊那市総合計画 後期基本計画（平成26年策定）を踏まえ、次の事業を実施する。
（１）文化遺産記録作成、調査研究事業

古い地名調査事業の展開により、地域の歴史資料保存と調査研究を図る。（～平成31年度）
（２）文化遺産継承事業

伝統文化・生活文化に関する団体が、体験活動を通じて地域の伝統文化等を継承し、後継者育成を図る。
（～平成32年度）

（３）文化遺産に関する普及啓発事業（～平成31年度）
（４）文化遺産情報発信、人材育成事業（～平成32年度）
（５）史跡高遠城跡活用のための整備（～平成30年度）
（６）歴史文化基本構想の策定（～平成31年度）

地域文化遺産活性化

平成 27 年度 ～ 平成 32 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

（１）市民への文化遺産の継承・普及、保存に対する啓発推進を図ることができる。
高遠石工による文化遺産記録作成調査研究事業において、普及版映像と小冊子を活用し

上映講演会を４回（定員３０名）→（定員５０名）
石仏授業を２校（市内小中学校のうち）→４校で実施できるようにし、継承・普及の啓発が推進できる。

（２）地域の文化遺産を活用することにより、高遠城跡公園エリアの観光地利用者数を３３万人から３７万人へ
と伸ばし、観光振興や地域振興事業の発展を図ることができる。

（３）地域文化団体間の連携を図り、文化遺産活用実行委員会加入団体を１０団体から１５団体となるようにし、
市内の文化遺産活動の推進を図ることができる。

（４）広く体験学習を行う団体数６団体（128名参加）→８団体（150名参加）とし、活動の推進と後継者育成の
推進を図ることができる。

（５）史跡高遠城跡の整備により誘客拡大と歴史博物館、美術館の入館者を３万人から４万人へと増加させ経済
効果を上げることができる。

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成28年度交付決定額： 11,682 千円 平成29年度申請額： 2,926 千円

様式１－１



 12 担当部局

伊那市に存在する文化財を幅広く捉えて、的確に把握するとともに文化財をその周辺環境まで含めて総合的に保
存・活用するために「伊那市歴史文化基本構想」を策定する

１ 事前把握（Ｈ２７年度）
２ 事前把握調査及び説明会の実施（Ｈ２８年度）
３ 調査検討悉皆調査（Ｈ２９～Ｈ３０年度）
４ 基本構想策定作業（Ｈ３０～Ｈ３１年度）
５ 基本構想策定、情報発信事業（Ｈ３１年度）

地方公共団体
担当部局課

伊那市教育委員会 生涯学習課（文化財係）

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等



設定根拠１： 市ＨＰ閲覧数から設定

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

29 年度 250 回 ⇒ 平成 32

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 掲載ホームページでの再生回数 関連事業: ①②

年度 5,000 回目標値１： 平成

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

回 回 回 回 回 回

様式１－１別紙①



評価指標区分：
・コンテンツダウンロード数（掲載ＨＰや動画共有サイトでの
再生回数等）

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

 8（2）実施事業の概要 別紙

目標値： 平成 29 年度 250

～ 平成 32 年度

事業概要：
高遠石工による石仏の名作を記録した映像普及版（伊那市編、上伊那郡編、長野県内編、全国

編）を製作し、図書館、博物館等に映像資料として配布するとともに上映講演会等を開催する。
WEBサイト用映像を作成し、伊那市等のHPから情報発信し、観光振興や地域の活性化を図る。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成

事業①： 伊那市文化遺産活用情報発信事業 実施団体： 一般社団法人高遠石工研究センター

掲載ホームページでの再生回数

29 年度

回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 平成 29 年度 平成

回 ⇒ 平成 32 年度 5,000

32 年度 平成 33 年度年度 平成

回回 回 回回 回

30 年度 平成 31

～ 平成 28 年度

事業概要：
上伊那地域の高遠石工石仏１６０体の映像記録と資料調査を実施し、映像の普及版（DVD、
Blu-ray版）を作成し、小中学校、図書館、博物館に配布した。調査記録報告会、石仏見学会、
小中学校における石仏授業を開催した。

事業②： 伊那市文化遺産記録作成、調査研究事業 実施団体： 一般社団法人高遠石工研究センター

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 27 年度

評価指標区分： （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

目標値： 平成 年度 名名 ⇒ 平成 年度

30 年度 平成 31

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 32 年度 平成 33 年度年度 平成

名名 名 名名 名

様式１－１別紙②


